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明
和
期
に
唐
衣
橘
洲
を
中
心
と
す
る
数
人
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
始

ま
っ
た
江
戸
狂
歌
は
、
四
方
赤
良
編
『
万
載
狂
歌
集
』
と
唐
衣
橘

洲
編
『
狂
歌
若
莱
集
』
（
以
下
書
名
は
適
宜
略
称
す
る
）
が
天
明

三
年
に
刊
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
江
戸
市
中
に
そ
の
爆
発
的
流
行

を
見
る
。
い
わ
ゆ
る
天
明
狂
歌
が
こ
れ
で
、
筆
者
も
そ
の
流
行
を

江

l

検
証
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
江
戸
狂
歌
の
詠
み
手
に
関

し
て
は
、
発
生
初
期
か
ら
身
分
・
年
齢
・
性
別
等
を
問
わ
な
い
サ

ロ
ソ
的
性
格
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
特
性
も
、
天
明
に
至
る

ま
で
の
狂
歌
熱
の
高
揚
に
つ
れ
て
、
指
導
す
る
側
と
さ
れ
る
側
が

生
じ
て
変
質
し
、
こ
こ
に
様
々
な
狂
歌
グ
ル
ー
プ
（
連
）
が
誕
生

特

集

新

戯

作

論

す
る
こ
と
に
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
各
連
は
本
来
敵
対
す
る
も

の
な
ど
で
は
な
く
、
相
互
に
親
密
な
交
流
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が

右
二
書
が
刊
行
さ
れ
た
結
果
（
厳
密
に
い
え
ば
両
書
刊
行
の
い
き

さ
つ
を
も
含
む
）
、
天
明
狂
歌
壇
に
主
導
権
の
よ
う
な
も
の
が
生

ま
れ
て
、
そ
れ
を
赤
良

一
派
が
完
全
に
掌
握
、
橘
洲

一
派
は
逼
塞

状
態
に
陥
る
と
い
う
、
ま
さ
に
対
立
的
構
図
が
で
き
あ
が
っ
た
と

さ
れ
る
。
以
後
狂
歌
壇
の
盟
主
と
し
て
活
動
す
る
赤
良
一
派
及
び

そ
れ
に
近
し
い
連
の
人
々
は
ひ
と
ま
ず
置
く
と
し
て
、
赤
良
同
様

当
時
の
狂
歌
壇
の
重
鎖
で
あ
っ
た
橘
洲
を
中
心
と
す
る
一
派
は
、

さ
な
が
ら
敗
残
兵
の
如
く
に
目
さ
れ
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
極
め
て

少
な
い
。
天
明
期
を
中
心
に
、
橘
洲
一
派
を
主
と
し
て
そ
の
実
体

と
動
向
を
検
証
し
て
み
よ
う
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

天
明
狂
歌
壇
の
連
に
つ
い
て

1

塵
衣
橘
洲
一
墨
を
中
心
に
I

石

川

了
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天
明
三
年
よ
り
前
の
狂
歌
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
ま
ず
あ
げ
る
べ

き
は
、
寛
政
九
年
仲
夏
と
い
う
後
年
の
執
筆
な
が
ら
、
橘
洲
の
回

想
文
（
『
狂
謁
弄
花
集
』
所
収
）
に
見
え
る
、
安
永
期
を
指
す
と

お
ぼ
し
き
左
の
一
節
で
あ
る
。

赤
良
も
と
よ
り
高
名
の
俊
傑
に
し
て
そ
の
徒
を
東
（
牛
込
中

御
徒
町
）
に
ひ
ら
き
、
菅
江
は
北
（
市
谷
二
十
騎
町
）
に
お

こ
り
、
木
網
南
（
京
橋
北
紺
屋
町
）
に
そ
ば
だ
ち
、
予
も
ま

た
ゆ
く
り
な
く
西
（
四
谷
忍
原
横
町
）
に
よ
り
て
、
と
も
に

狂
詠
の
旗
上
せ
し
よ
り
（
下
略
）

方
角
は
勿
論
厳
密
な
意
味
で
は
な
く
、
橘
洲
の
住
む
四
谷
か
ら

見
れ
ば
菅
江
は
北
の
方
角
に
住
し
、
赤
良
の
家
は
さ
ら
に
そ
の
東

寄
り
に
位
置
す
る
の
で
か
く
見
立
て
た
ま
で
で
あ
る
が
、
方
角
す

な
わ
ち
地
域
を
基
準
に
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
い
る
こ
と
に
留
意

し
て
お
き
た
い
。

天
明
に
入
る
と
、
元
年
は
な
ぜ
か
資
料
に
乏
し
く
、
浜
辺
黒
人

が
『
初
笑
不
琢
玉
』
を
編
集
刊
行
し
、
ま
た
板
料
を
取
っ
て
狂
歌

を
半
紙
に
摺
る
こ
と
を
も
試
み
て
い
た
こ
と
（
『
狂
歌
栗
の
下
風
』
）

く
ら
い
し
か
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
黒
人
と
は
本
芝
ニ

丁
目
の
本
屋
三
河
屋
半
兵
衛
の
こ
と
（
『
奴
凧
』
）
で
、
芝
地
域
の

中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。

続
く
同
二
年
に
な
る
と
グ
ル
ー
プ
の
活
動
が
か
な
り
明
瞭
に
な

る
。
前
年
四
月
に
剃
髪
隠
居
し
て
芝
西
久
保
土
器
町
の
落
栗
庵
に

転
居
し
た
元
木
網
は
、
こ
の
天
明
二
年
は
四
の
日
に
狂
歌
会
を
開

い
て
い
た
よ
う
で
、
一
月
の
十
四
日
二
十
四
日
に
は
と
も
に
赤
良

を
含
め
三
十
余
人
（
た
だ
し
各
個
人
名
未
詳
）
が
会
し
て
い
る

（
『
三
春
行
楽
記
』
）
。
ま
た
四
月
二
十
日
に
は
三
囲
稲
荷
に
平
秩

東
作
や
朱
楽
菅
江
ら
三
十
人
ほ
ど
が
集
ま
り
、
帰
京
す
る
三
井
長

年
（
豪
商
三
井
の
一
族
）
の
描
く
指
頭
画
を
狂
歌
に
詠
み
、
「
夏

神
祇
」
の
題
で
狂
歌
を
奉
納
、
さ
ら
に
見
立
て
団
扇
画
を
題
に
狂

歌
を
詠
ん
で
い
る
（
『
栗
花
集
』
所
収
。
こ
の
時
の
こ
と
に
つ
い

て
は
後
述
す
る
）
。
そ
し
て
十
一
月
二
十
四
日
付
け
の
「
冬
日
逍

遥
亭
詠
夷
歌
序
」
（
『
四
方
の
あ
か
』
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時

す
で
に
「
（
吉
原
）
京
町
何
が
し
屋
の
あ
る
じ
（
加
保
茶
元
成
を

指
す
）
」
の
「
五
町
（
吉
原
）
の
う
ら
な
る
逍
遥
亭
」
の
他
、

「
か
は
ら
け
ま
ち
（
中
略
）
も
と
の
も
く
あ
み
が
落
栗
庵
」
「
本

町
二
丁
目
の
（
中
略
）
は
ら
か
ら
の
秋
人
が
よ
き
き
ぬ
た
庵
」
な
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ど
で
「
月
次
の
会
た
へ
ず
と
な
ん
あ
り
け
る
」
と
い
い
、
こ
こ
で

も
ま
た
地
名
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。

天
明
二
年
の
狂
歌
作
者
た
ち
と
い
え
ば
、
赤
良
の
五
世
団
十
郎

贔
辰
の
著
『
江
戸
花
海
老
』
（
同
年
仲
冬
朔
旦
跛
、
本
屋
清
吉
刊
）

に
、
こ
れ
ま
た
地
域
別
に
多
く
の
人
々
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
具
体
的
な
作
者
名
が
あ
て
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
少

し
長
く
な
る
が
補
足
し
つ
つ
次
に
引
用
す
る
（
地
域
の
囲
み
と
作

者
名
の
傍
線
及
び
括
弧
内
は
筆
者
の
補
記
）
。

此
比
訓
嗣
一
（
草
屋
師
鰺
）
が
こ
と
ば
を
き
け
ば
、
日
本
大
き

に
狂
歌
は
や
り
（
中
略
）
、
な
か
ん
づ
く
も
と
の
木
あ
み
此

道
に
執
心
ふ
か
く
、
ち
ゑ
の
な
い
し
こ
れ
を
た
す
け
て
、
狂

詠
四
方
に
盛
ん
な
り
。
先

m口
図
中
に
は
あ
か
ら
、
制
出
山
、

そ
の
流
を
く
む
人
々
に
は
、

fl（
峰
松
風
）
、

ti（坂

上
竹
藪
）
、
よ
み
人
し
れ
た
、
雲
楽
斎
、

11（
肥
長
馬
貫
）
、

ま
ん
丸
（
藤
の
ま
ん
丸
）
、
紀
定
丸
、
同

□

囚
}
に
橘
洲
、

7ー

づ
A
入
道
（
平
秩
東
作
）
、
か
つ
ほ
（
古
瀬
勝
雄
）
、
ま
ん
作

（
出
来
秋
万
作
）
、
あ
め
ん
房
（
蛙
面
坊
懸
水
）
、
國
岡
]
に

鳳
（
十
二
栗
圃
）
、
固
面
に
み
さ
う
づ
（
小
鍋
み
そ
う
づ
）
、

図
は
名
に
お
ふ
浜
辺
黒
人
、
隣
海
法
師
、
丹
青
洞
（
丹
青

の
清
好
あ
り
、
国
圏
宝
ツ
海
地
に
卜
養
が
や
し
き
の
跡
の

H

川
（
北
川
卜
仙
）
、
つ
く
ば
ね
（
筑
波
根
峰
依
）
、
国
薗
]
の

升
屋
に
一
気
行
な
り
（
未
確
認
）
、
国
皿
]
に
か
き
の
ぬ
け
殻

（
未
確
認
）
、
国
圃
に

iI、蟹
子
丸
、
同
因
幽
守
に
は

mil

盛
入
道
（
酒
盛
入
道
常
閑
）
、

ii（
嚢
庵
河
原
鬼
守
）
、

tsl

訃
（
未
確
認
）
、
あ
た
り
に
匂
ふ
三
十
一
文
字
（
未
確
認
）
、

一
ッ
盃
の
み
の
直
寝
の
類
、
国
刷
]
に
腹
か
ら
の
商
人
、
サ
バ

屋
裏
住
、
固
国
圏
に
は
三
升
が
名
を
つ
け
た
り
し
風
早
の

は
お
も
梶
似
足
、
国
岡
呼
に
今
富
久
（
今
福
来
留
）
、
貸
本
人

口
有
武
、
子
の
子
の
孫
彦
、
ふ
し
原
の
中
貫
、
沢
辺
帆
足
の

連
、
下
圏
に
名
高
き
刑
副
先
生
、
剥
朗
（
志
月
庵
素
庭
）
、

は
や
が
き
（
早
書
築
良
）
、
つ
<
/
¥
‘
法
師
、
国
闇
四
5
烈
凶

（
茶
屋
町
末
広
）
、
釧
苗
り
（
紺
屋
朝
手
）
、
藪
の
い
と
成
（
未

確
認
）
、
国
圏
に
梅
の
花
笠
、
国
岡
守
に
ゑ
い
夫
人
、
向
閲
g

の
庵
に
婆
阿
上
人
、
わ
け
て
此
道
＿
す
き
や
が
し
一
算
木
有
政
、

物
事
明
す
け
、
秦
黒
つ
ら
、
し
か
つ
部
真
顔
、
油
の
と
う
じ
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ね
り
方
、
あ
ぜ
道
（
畠
野
畦
道
）
、
昼
お
き
（
朝
寝
昼
起
）
、

も
ち
つ
と
こ
っ
ち
へ
よ
り
か
け
い
、
川
井
物
梁
、
酒
茂
成
保

（
酒
茂
少
々
成
保
）
、
は
て
な
き
大
連
、
其
外
大
井
の
む
さ

と
し
た
、
白
人
（
山
手
白
人
）
の
し
ら
ぬ
玉
だ
れ
の
小
亀
は
、

い
づ
れ
や
ん
ご
と
な
き
、
軽
少
な
ら
ぬ
（
軽
少
な
ら
ん
）
方

多
し
。
さ
れ
ば
十
代
の
作
者
恋
川
は
る
町
も
酒
の
上
の
ふ
ら

叫
と
名
の
り
、
喜
三
二
も
手
が
ら
の
岡
も
ち
と
な
り
て
、
狂

歌
を
よ
ん
で
見
た
い
記
を
あ
ら
は
し
、
森
羅
万
象
も
竹
つ
ゑ

11の
翁
と
改
て
、
猶
此
道
に
わ
け
い
ら
ん
事
を
思
ふ
。

（
中
略
）
幸
な
る
か
な
市
川
三
升
も
自
ら
花
道
の
つ
ら
ね
と

名
の
り
、
（
中
略
）
そ
の
門
に
遊
ぶ
せ
ん
じ
や
は
通
小
紋
の

い
き
人
と
称
し
、
そ
の
声
を
ま
な
ぶ
誰
や
ら
も
、
菊
の
声
色

な
ど
A

つ
き
た
る
よ
し
、
四
方
の
評
判
と
り
ぐ
な
り
。

こ
の
文
章
を
い
ま
少
し
検
討
し
て
み
る
と
、
注
目
す
べ
き
は
木

網
・
智
恵
内
子
夫
婦
（
落
栗
連
）
を
別
格
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
『
狂
歌
師
細
見
』
（
後
述
）
に
「
江
戸
中
は
ん
ぶ

ん
は
に
し
の
く
ぼ
の
門
人
だ
ョ
」
と
あ
る
如
く
、
地
域
を
越
え
て

多
く
の
門
人
を
抱
え
て
い
た
か
ら
に
相
違
な
く
、
落
栗
連
と
い
う

連
名
も
地
域
を
反
映
し
て
い
な
い
個
人
ゆ
か
り
の
も
の
で
あ
る
。

次
に
地
域
別
と
は
い
っ
て
も
、
山
の
手
連
だ
け
は
「
そ
の
流
を
く

む
人
々
」
と
し
て
、
雲
楽
斎
や
紀
定
丸
と
い
っ
た
小
川
町
の
住
人

（
『
江
戸
方
角
分
』
に
よ
る
）
な
ど
を
も
そ
の
一
派
に
加
え
て
い

る
。
つ
ま
り
山
の
手
連
も
ま
た
一
部
地
域
を
越
え
た
グ
ル
ー
プ
で

あ
り
、
「
山
の
手
に
は
あ
か
ら
、
菅
江
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
如

く
、
そ
の
中
心
は
地
域
と
い
う
よ
り
は
赤
良
一
派
（
四
方
連
）
と

菅
江
一
派
（
朱
楽
連
）
と
い
う
個
人
に
根
ざ
す
ニ
グ
ル
ー
プ
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
山
の
手
連
と
同
じ
最
多
の
九
人
を
掲
げ
る
数
寄
屋

河
岸
一
派
（
数
寄
屋
連
）
は
、
「
は
て
な
き
大
連
」
と
あ
っ
て
こ

れ
ま
た
一
大
地
域
グ
ル
ー
プ
と
わ
か
る
。
そ
し
て
い
ま
―
つ
地
域

と
は
別
に
、
戯
作
者
グ
ル
ー
プ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落

と
し
て
は
な
る
ま
い
。
な
お
三
升
ら
の
梨
園
グ
ル
ー
プ
に
は
堺
町

連
と
い
う
地
域
に
ち
な
む
名
称
が
あ
る
が
、
そ
の
町
名
を
用
い
て

い
な
い
の
は
、
本
書
が
梨
園
全
体
で
は
な
く
住
吉
町
に
住
む
団
十

郎
贔
原
の
書
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
江
戸
狂
歌
の
連
は
基
本
的
に
は
地

域
中
心
な
が
ら
個
人
に
根
ざ
す
も
の
も
あ
り
、
天
明
二
年
に
お
い

て
は
地
域
に
こ
だ
わ
ら
な
い
個
人
連
の
落
栗
連
と
、
四
方
連
及
び

朱
楽
連
の
両
個
人
連
を
中
核
と
す
る
地
域
中
心
の
山
の
手
連
、
そ
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れ
に
地
域
を
そ
の
ま
ま
名
乗
る
数
寄
屋
連
が
そ
の
三
大
勢
力
で
、

戯
作
者
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
地
域
を
特
定
し
が
た
い
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
少
な
く
と
も
赤
良
は
別
扱
い
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
逐
一
明
示
は
し
な
い
が
、
そ
の
土
地
柄
か
ら
し
て
山
の
手
連
は

幕
臣
等
武
士
中
心
、
数
寄
屋
連
に
は
町
人
が
多
く
、
落
栗
連
は
数

寄
屋
連
等
の
町
人
中
心
の
地
域
連
と
の
重
複
が
目
立
つ
。
念
の
た

め
に
橘
洲
を
中
心
と
す
る
地
域
連
（
四
谷
連
）
の
メ
ソ
バ
ー
を
確

認
し
て
お
け
ば
、
平
秩
東
作
、
古
瀬
勝
雄
、
出
来
秋
万
作
、
蛙
面

坊
懸
水
の
四
人
で
あ
る
が
、
東
作
と
懸
水
は
『
狂
歌
師
細
見
』
の

橘
洲
グ
ル
ー
プ
に
そ
の
名
が
な
く
、
特
に
東
作
は
橘
洲
と
同
じ
賀

邸
の
門
人
な
が
ら
年
齢
的
に
大
先
輩
（
十
七
歳
上
）
で
、
橘
洲
よ

り
も
む
し
ろ
赤
良
と
親
し
い
こ
と
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

前
述
『
若
築
集
』
『
万
載
集
』
の
二
書
（
と
も
に
二
巻
二
冊
）

の
編
撰
は
右
の
よ
う
な
状
況
下
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
浜
田
義
一
郎
氏
に
よ
っ
て
、
①
『
若
葉
集
』
の
編

撰
は
天
明
二
年
四
月
初
め
に
終
わ
っ
た
、
②
同
年
四
月
二
十
日
の

三
囲
稲
荷
狂
歌
会
に
赤
良
と
橘
洲
の
師
で
あ
る
内
山
賀
邸
と
そ
の

子
置
来
も
出
か
け
た
と
す
れ
ば
、
『
若
葉
集
』
の
編
集
完
了
を
祝

う
意
味
が
あ
っ
た
、
③
『
若
築
集
』
の
置
来
序
（
実
は
賀
邸
作
）

は
同
狂
歌
会
で
依
頼
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
④
橘
洲
は
同
狂
歌

会
で
門
人
の
組
織
作
り
を
意
図
し
て
い
る
、
⑤
疎
外
さ
れ
た
こ
と

を
同
狂
歌
会
直
後
に
知
っ
た
と
思
わ
れ
る
赤
良
は
、
対
抗
意
識
か

ら
同
時
刊
行
を
目
指
し
て
直
ち
に
『
万
載
集
』
編
撰
に
着
手
し
た
、

⑥
天
明
三
年
春
の
結
果
は
『
万
載
集
』
が
『
若
葉
集
』
を
圧
倒
し
、

自
ず
と
赤
良
が
天
明
狂
歌
壇
の
盟
主
と
な
っ
た
、
お
お
よ
そ
以
上

注
2

の
経
過
が
禅
き
出
さ
れ
て
い
る
。
両
書
の
一
件
は
橘
洲
及
び
そ
の

一
派
を
考
察
す
る
に
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
な
の
で
、
以
下
に
私

見
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
『
若
葉
集
』
の
編
集
終
了
時
期
は
、
そ
れ
を
述
べ
る
天
明

二
年
初
夏
付
け
橘
洲
序
に
「
卯
月
の
は
じ
め
」
と
明
示
さ
れ
て
い

る
が
、
三
囲
稲
荷
狂
歌
会
で
の
詠
の
一
部
が
『
若
薬
集
』
に
と
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
浜
田
氏
が
指
摘
さ
れ
た
橘
洲
以
外
に
、
智

恵
内
子
・
算
木
有
政
・
古
瀬
勝
雄
の
各
狂
歌
が
入
集
（
四
人
と
も

『
若
葉
集
』
下
巻
所
収
）
し
て
い
る
の
で
、
同
狂
歌
会
以
後
に
少

な
く
と
も
下
巻
に
は
手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
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同
序
に
よ
れ
ば
、
編
撰
に
平
秩
東
作
・
元
木
網
．
蛙
面
坊
懸
水
・

古
瀬
勝
雄
の
四
人
（
置
来
序
で
は
ニ
―
天
作
を
加
え
た
五
人
）
が

協
力
し
た
と
い
う
。
四
谷
連
の
前
述
四
人
の
う
ち
の
三
人
に
主
流

と
も
い
え
る
木
網
が
参
画
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
橘
洲
一
人

で
編
集
し
た
と
見
る
む
き
も
あ
る
が
、
両
序
と
も
に
明
記
し
て
い

る
上
に
、
鹿
津
部
真
顔
も
「
平
原
屋
東
作
と
い
ふ
人
（
中
略
）
当

国
四
ッ
谷
の
大
酒
橘
の
み
さ
へ
（
橘
洲
の
初
号
ー
ー
筆
者
注
）
と

力
を
合
せ
、
狂
班
こ
ん
立
の
志
を
は
げ
ま
し
け
る
に
、
大
慈
大
悲

の
応
護
む
な
し
か
ら
ず
、
枯
た
る
桜
木
に
若
葉
集
と
い
ふ
詞
の
花

咲
出
し
か
ば
」
（
『
狂
文
宝
合
記
』
所
収
「
戯
作
者
の
観
音
略
縁
記
」
）

と
記
し
て
い
る
か
ら
、
東
作
ら
が
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
『
若
葉
集
』
入
集
歌
数
（
後
述
）
も
そ
れ
を
裏

付
け
る
。
両
序
で
協
力
者
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
東
作
が
こ

の
時
期
江
戸
に
い
た
の
は
、
ニ
カ
月
ほ
ど
の
伊
豆
旅
行
か
ら
帰
っ

た
前
年
九
月
頃
か
ら
伊
勢
大
和
路
へ
出
発
す
る
こ
の
年
四
月
末
ま

で
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
編
集
期
間
も
こ
の
八
カ
月

程
を
大
き
く
外
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

次
に
三
囲
稲
荷
狂
歌
会
の
性
格
で
あ
る
が
、
こ
の
会
で
は
す
で

に
述
べ
た
如
く
、
詠
指
頭
画
狂
歌
・
「
夏
神
祇
」
の
奉
納
狂
歌
・

ま
た

見
立
て
団
扇
図
合
せ
狂
歌
の
三
部
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭

に
付
せ
ら
れ
た
賀
邸
の
序
は
、
指
頭
画
と
奉
納
の
各
狂
歌
を
対
象

と
し
た
内
容
で
、
「
け
ふ
こ
の
狂
班
の
か
ず
／
＼
を
、
こ
た
み

（
三
井
長
年
が
）
京
へ
な
ん
の
ぼ
り
給
ふ
ぬ
さ
」
に
す
る
と
述
べ
、

こ
A
に
こ
と
ば
の
玉
手
箱
、
ふ
た
り
み
た
り
い
ひ
あ
は
せ
た

る
よ
も
の
あ
か
ら
は
、
は
ぎ
の
か
さ
あ
り
て
、
は
れ
に
腫
た

る
あ
し
び
き
の
や
ま
ひ
あ
り
と
て
あ
づ
か
ら
ず
、
す
こ
し
な

め
げ
な
る
こ
と
ば
の
憚
あ
れ
ど
、
よ
る
な
ら
で
ひ
る
へ
づ
A

東
作
、
月
雪
花
を
あ
け
ら
か
ん
こ
う
と
な
が
め
け
る
風
流
の

と
も
が
ら
、
と
り

f
＼
に
鳥
が
嗚
あ
づ
ま
橋
を
う
ち
わ
た
し
、

こ
A
か
し
こ
み
め
ぐ
り
の
杜
の
あ
た
り
に
、
同
じ
小
柴
も
見

所
の
あ
る
じ
ま
う
け
し
、
狂
班
の
む
し
ろ
を
し
き
て
夏
神
祇

と
い
ふ
題
も
て
人
／
＼
に
よ
ま
せ
た
り
（
下
略
）

と
あ
っ
て
、
こ
の
日
の
主
催
者
が
赤
良
（
当
日
病
欠
）
・
東
作
・

菅
江
の
三
人
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
る
。
と
な
る
と
、
こ
の
会

を
利
用
し
て
橘
洲
が
門
人
の
組
織
作
り
を
意
図
し
た
と
は
考
え
に

く
い
。
延
べ
参
加
者
三
十
一
人
（
た
だ
し
全
員
が
当
日
出
席
し
た

と
は
限
ら
な
い
）
の
う
ち
、
『
若
菓
集
』
編
撰
者
及
び
そ
の
関
係
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で
は
八
四

0
首
を
収
め
る
当
の
『
若
薬
集
』
入
集
者
六
十
八
人

（
「
を
し
へ
人
」
は
椿
軒
に
み
な
し
た
）
は
、
果
た
し
て
ど
の
よ

う
に
分
析
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
一

0
七
首
の
橘
洲
を
除
き
、
歌

数
別
に
そ
の
概
要
を
示
せ
ば
左
の
通
り
で
あ
る
。

五
十
首
代
四
人
（
平
秩
東
作
57
・
椿
軒
57
．
樋
口
氏

52
・
元
木
網
51)

一
人
（
四
方
赤
良
45)

三
人
（
渭
明
32
・
智
恵
内
子
31
・
古
瀬
勝

雄
30)

三
人
（
蛙
面
坊
懸
水
24
．
朱
楽
菅
江
24.

物
事
明
輔
20)

十
人
（
も
の
ご
と
の
う
と
き
19
・
出
来
秋

古
鉄
の
見
多
男
13
．
草
屋
師
鰺
12
・
鹿
津

B
 

A 

十

首

代

二
十
首
代

四
十
首
代

三
十
首
代

者
は
賀
邸
父
子
を
含
め
れ
ば
二
十
人
に
も
な
る
が
、
そ
の
多
く
は

木
網
系
特
に
数
寄
屋
連
の
人
々
で
あ
り
、
『
狂
歌
師
細
見
』
の
橘

洲
グ
ル
ー
プ
に
そ
の
名
が
見
え
る
人
物
と
い
え
ば
、
橘
洲
と
賀
邸

を
除
け
ば
古
瀬
勝
雄
・
抜
裏
近
道
・
十
二
栗
圃
の
わ
ず
か
三
人
で

あ
る
。

蹄
10)

四
十
六
人
（
う
ち
約
半
分
の
二
十
二
人
は

二
首
以
下
）

こ
の
人
数
配
分
を
見
れ
ば
、

A
二
十
首
以
上
十
一
人
、

B
十
首

代
十
人
、

C
一
桁
代
四
十
六
人
に
大
き
く
三
分
さ
れ
て
い
る
こ
と

明
ら
か
で
、

A
B
の
合
計
二
十
一
人
と
い
う
人
数
は
、
橘
洲
を
除

＜
六
十
七
人
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
相
当
す
る
。
ま
た
歌
数
か

ら
み
る
と
、

A
四
二
三
首
、

B
一
三
七
首
、

C
一
七
三
首
で
、

A

B
の
合
計
は
全
歌
数
の
ち
ょ
う
ど
三
分
の
二
、
橘
洲
分
を
除
け
ば

四
分
の
三
を
こ
え
る
。
つ
ま
り
約
三
分
の
一
の
人
数
で
あ
る
A
B

が
、
歌
数
の
四
分
の
三
以
上
を
占
め
て
い
る
わ
け
で
、
主
要
人
物

は
こ
の

A
B
の
人
々
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
が

こ
の

A
B
二
十
一
人
の
う
ち
で
『
狂
歌
師
細
見
』
の
橘
洲
グ
ル
ー

プ
に
そ
の
名
が
あ
る
人
物
（
賀
邸
は
ひ
と
ま
ず
除
く
）
は
、
古
瀕

勝
雄
・
出
来
秋
万
作
・
古
鉄
見
多
男
・
五
風
・
馬
蹄
の
五
人
の
み

で
、
特
に
見
多
男
に
い
た
っ
て
は
『
若
薬
集
』
以
外
の
天
明
狂
歌

関
係
書
に
ま
っ
た
く
そ
の
名
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
に
『
若
葉

集
』
で
は

C
ク
ラ
ス
の
、
前
述
三
囲
稲
荷
狂
歌
会
の
メ
ソ
バ
ー
抜

c
 
桁

代
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裏
近
道
（
七
首
）
と
十
二
栗
圃
（
六
首
）
の
二
人
（
勝
雄
は
重
複
）

を
加
え
て
も
、
そ
の
勢
力
は
わ
ず
か
六
七
人
そ
こ
そ
こ
で
あ
る
。

つ
ま
り
地
域
グ
ル
ー
プ
の
四
谷
連
は
存
在
し
て
も
、
赤
良
・
菅
江

の
四
方
連
・
朱
楽
連
と
い
っ
た
、
個
人
中
心
の
唐
衣
連
と
呼
べ
る

よ
う
な
も
の
は
、
『
若
葉
集
』
の
時
点
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
で
再
度
ふ
れ
る
こ
と
に

す
る
が
、
も
し
仮
に
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
、
一
〇
七
首
と
い
う
突

出
し
た
橘
洲
の
歌
数
と
、
自
派
の
人
々
に
対
す
る
配
慮
の
な
さ
の

ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
が
説
明
で
き
な
い
。
明
和
以
来
の
狂
歌
界
の
中
心

人
物
だ
っ
た
橘
洲
で
は
あ
っ
た
が
、
外
向
性
・
社
交
性
に
富
む
赤

良
と
違
っ
て
、
同
好
者
と
端
正
典
雅
な
狂
歌
を
静
か
に
楽
し
む
彼

に
、
天
明
二
年
の
時
点
で
赤
良
が
対
抗
意
識
を
持
つ
よ
う
な
派
閥

勢
力
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
し
、
ま
た
作
ろ
う
に
も
で
き
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
三
大
勢
力
に
占
め
ら
れ
て
い
る
江
戸

狂
歌
壇
に
対
し
、
派
閥
意
識
と
い
う
よ
り
も
橘
洲
が
考
え
る
狂
歌

の
姿
を
、
置
来
の
序
（
橘
洲
の
序
で
は
な
い
）
に
い
う
「
心
あ
ひ

た
る
友
」
の
協
力
を
得
て
示
し
た
か
っ
た
の
が
『
若
葉
集
』
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

『
若
葉
集
』
に
関
連
し
て
は
以
上
の
他
に
、
素
朴
な
疑
間
が
一
、

二
残
る
。
そ
の
一
は
『
若
葉
集
』
編
撰
関
係
者
た
ち
が
、
前
述
の

八
カ
月
程
の
編
集
期
間
中
、
本
当
に
赤
良
・
菅
江
一
派
の
人
々
に

計
画
を
隠
し
通
せ
た
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
元
々
赤
良
と
親

し
い
東
作
は
、
天
明
二
年
で
は
一
月
五
日
以
降
四
月
一
日
ま
で
頻

繁
に
赤
良
と
会
っ
て
い
る
（
『
三
春
行
楽
記
』
）
し
、
同
年
一
月
に

赤
良
は
木
網
の
定
例
狂
歌
会
に
二
度
も
顔
を
出
し
て
い
る
（
前
述
）
。

橘
洲
の
出
版
計
画
自
体
は
、
恐
ら
く
四
月
の
狂
歌
会
以
前
に
赤
良

の
耳
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
同
狂
歌
会
以
後
に
な
っ

て
、
急
逮
感
情
的
と
も
思
わ
れ
る
対
抗
策
に
走
っ
た
の
は
、
自
分

に
相
談
が
な
か
っ
た
出
版
計
画
自
体
に
対
し
て
で
は
な
く
、
赤
良

に
悪
感
情
を
抱
か
せ
る
よ
う
な
細
部
の
情
報
が
持
ち
こ
ま
れ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
情
報
提
供
者
と
は
、
あ
る
い
は
『
万
載

集
』
版
元
の
須
原
屋
伊
八
関
係
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る

が
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

い
ま
―
つ
の
疑
問
は
、
『
若
葉
集
』
の
刊
行
時
期
に
関
し
て
で

あ
る
。
書
名
か
ら
し
て
そ
の
出
版
は
初
夏
が
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
事
実
天
明
二
年
四
月
付
け
橘
洲
序
に
は
、

「
え
り
あ
つ
め
た
る
ざ
れ
う
た
、
や
つ
も
A
ち
あ
ま
り
、
折
し
も

卯
月
の
は
じ
め
な
れ
ば
、
い
や
し
げ
る
栗
の
わ
か
薬
集
と
名
づ
け
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て
、
梓
に
ち
り
ば
め
侍
る
も
」
と
あ
り
、
置
来
の
序
（
年
次
等
の

記
載
な
し
）
に
も
「
此
集
の
名
の
若
葉
の
ご
と
く
に
し
げ
か
ら
ん
」

と
あ
っ
て
、
素
直
に
読
め
ば
天
明
二
年
四
月
刊
行
と
錯
覚
し
そ
う

で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
刊
本
の
刊
記
に
は
「
天
明
三
年
癸
卯
正
月

穀
旦
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
割
印
帳
』
を
見
る
に
、

『
万
載
集
』
（
刊
記
は
「
天
明
三
癸
卯
歳
孟
春
吉
日
」
）
は
天
明
二

年
七
月
以
降
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
の
と
こ
ろ
に
記
載
さ
れ
て
い

て
問
題
な
い
が
、
『
若
葉
集
』
は
同
三
年
二
月
十
八
日
に
「
不
時

割
印
」
と
し
て
処
理
さ
れ
て
お
り
、
刊
行
は
「
天
明
癸
卯
年
二
月
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
二
月
の
刊
記
が
あ
る
本
を
筆
者
は
未
見
で
あ

る
が
、
正
月
や
二
月
に
「
若
葉
」
で
は
や
は
り
腑
に
落
ち
な
い
し
、

そ
も
そ
も
『
万
載
集
』
に
相
当
先
行
し
て
い
た
は
ず
の
『
若
菓
集
』

の
届
出
が
、
な
ぜ
右
年
月
日
ま
で
大
幅
に
遅
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

天
明
二
年
四
月
初
め
に
ひ
と
ま
ず
編
集
を
終
え
た
橘
洲
は
、
恐
ら

く
当
初
は
自
序
に
記
し
た
如
く
同
年
初
夏
刊
行
の
予
定
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
四
月
二
十
日
に
三
囲
で
大
イ

ベ
ソ
ト
が
行

わ
れ
た
た
め
、
そ
の
成
果
を
取
り
入
れ
よ
う
と
下
巻
を
再
編
集
し

た
結
果
、
刊
行
時
期
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
『
万
載
集
』
の
情
報
も
、
そ
の
後
当
然
橘
洲
の
耳
に
入
っ
た

四

で
あ
ろ
う
。

も
し
来
る
正
月
に
両
書
が
刊
行
さ
れ
れ
ば
、

書
名
一

つ
を
と
っ
て
も
、
正
月
の
万
歳
を
利
か
せ
た
「
万
載
」
と
初
夏
を

想
定
し
た
「
若
築
」
で
は
結
果
は
目
に
見
え
て
い
る
。
か
と
い
っ

て
先
に
手
が
け
た
手
前
、
赤
良
の
後
塵
を
拝
す
る
四
月
ま
で
待
つ

こ
と
も
で
き
ず
、
橘
洲
は
思
い
悩
ん
だ
に
相
違
な
い
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
そ
う
し
た
橘
洲
に
業
を
煮
や
し
た
版
元
近
江
屋
本
十
郎
が
、

『万
載
集
』
の
大
反
響
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
弱
小
書
陣
だ
っ

た
だ
け
に
見
切
り
発
車
し
た
の
が
真
相
に
近
か
ろ
う
。

『若
葉
集
』

に
つ
い
て
は
書
名
に
限
ら
ず
、
と
か
く
そ
の
無
策
ぶ
り
が
批
判
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
れ
は
完
成
し
た
『
万
載
集
』
と
比
較
し

た
結
果
論
で
、
個
人
別
編
集
な
ど
は
確
か
に
単
純
な
編
集
の
し
方

で
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
方
が
当
時
は
珍
し
い
編
集
方
法
で
あ
っ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
あ
え
て
そ
の
よ
う
に
編
集
し
た
理
由
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
て
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
天
明
三
年
に
は
、
大
小
種
々
合
わ

せ
て
一
気
に
十
数
部
の
狂
歌
関
係
書
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

40 



に
連
や
グ
ル
ー
プ
を
明
記
し
た
最
初
の
狂
歌
作
者
名
鑑
が
含
ま
れ

て
い
る
。
『
狂
歌
知
足
振
』
と
『
狂
歌
師
細
見
』
が
そ
れ
で
、
い

ず
れ
も
稀
隈
本
で
あ
っ
た
が
、
近
時
の
新
日
本
古
典
文
学
大
系
第

八
十
四
巻
に
中
野
三
敏
氏
に
よ
っ
て
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
た
。

『
知
足
振
』
に
は
刊
年
の
記
載
が
な
く
、
酒
上
不
埒
に
よ
る

ふ
り
尽
く
し
の
序
文
に
続
き
、
「
こ
の
序
文
、
過
し
弥
生
の
十
九

日
、
日
ぐ
ら
し
の
里
狂
歌
会
の
節
、
布
袋
堂
の
前
に
て
ひ
ら
ひ
候
」

と
と
ぼ
け
る
、
版
元
普
栗
釣
方
（
本
屋
清
吉
）
の
「
卯
の
と
し
卯

月
の
は
じ
め
」
付
け
の

一
文
を
付
す
。
日
暮
里
狂
歌
会
の
こ
と
は

『
巴
人
集
』
の
天
明
三
年
春
と
思
わ
れ
る
箇
所
に
、
「
酒
上
不
埒

日
暮
里
大
会
」
と
し
て
三
首
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
右
一
文
の

年
月
は
同
年
四
月
と
特
定
で
き
て
刊
行
も
こ
の
頃
と
思
わ
れ
、
釣

方
に
依
頼
さ
れ
た
不
埒
が
作
者
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
内
容
は
連
ご

と
に
狂
名
の
み
を
列
挙
し
た
も
の
で
、

（

ス

キ

ヤ

連

）

五

十

九

人

堺

丁

連

二

十

四

人

小

石

川

連

十

九

人

芝

連

四

十

八

人

朱

楽

連

三

十

二

人

本

丁

連

六

十

四

人

吉

原

連

十

六

人

四

方

連

六

十

四

人

の
八
連
（
地
域
連
六
、
個
人
連
二
）
総
勢
三
二
六
人
を
収
め
る

（
た
だ
し
「
ス
キ
ヤ
連
」
の
名
の
み
原
本
に
は
な
い
が
、
慶
応
大

学
蔵
野
崎
左
文
氏
写
本
に
補
筆
さ
れ
て
い
る
の
を
採
用
し
た
）
。

『
狂
歌
師
細
見
』
も
ま
た
刊
記
が
な
い
が
、
前
述
新
日
本
古
典

文
学
大
系
の
中
野
氏
解
説
や
、
四
方
山
人
を
も
じ
っ
た
四
万
山
人

の
跛
文
に
「
此
ふ
み
月
に
あ
ら
玉
の
春
の
は
じ
め
の
知
足
振
、
つ

く
さ
ぬ
落
莱
を
ち
ょ
っ
と
か
く
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
明
三
年

七
月
頃
の
成
立
刊
行
で
あ
ろ
う
。
作
者
と
版
元
に
つ
い
て
は
、
同

書
式
亭
三
馬
旧
蔵
本
の
三
馬
識
語
に
「
こ
れ
は
鹿
都
部
真
顔
大
人
、

三
大
人
と
は
か
り
て
戯
作
し
給
へ
る
よ
し
。
板
元
は
上
総
屋
利
兵

衛
也
」
（
三
村
竹
清
氏
『
本
之
話
』
に
よ
る
）
と
い
う
の
が
正
し

注
3

か
ろ
う
。
本
作
は
装
丁
・
内
容
の
す
べ
て
が
『
吉
原
細
見
』
の
も

じ
り
で
、
二
十
の
狂
歌
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
傘
下
の
狂
歌
作
者
を
、

吉
原
の
妓
楼
と
抱
え
の
遊
女
等
に
見
立
て
る
。
四
万
山
人
跛
文
中

に
「
是
ぞ
正
真
高
名
の
残
り
あ
ら
ざ
る
自
慢
の
は
な
」
と
あ
る
こ

と
や
、
同
跛
文
前
述
引
用
部
分
か
ら
も
わ
か
る
如
く
、
先
行
の

『
知
足
振
』
に
不
備
が
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
だ
け
に
注
目
さ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
活
用
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い

が
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
狂
名
を
フ
ル
ネ
ー
ム
で
は
な
く
一
部
分
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唐

衣

橘

洲

二

十

六

人

一
風
斎
隣
海
十
五
人

酒

上

不

埒

十

五

人

四
方
赤
良

花
道
つ
ら
ね

し
か
記
さ
な
い
人
物
が
少
な
く
な
く
、
そ
れ
も
ほ
と
ん
ど
が
仮
名

書
で
あ
る
た
め
に
狂
名
の
意
味
が
と
り
に
く
く
て
特
定
し
が
た
く
、

さ
ら
に
は
架
空
の
狂
名
や
人
名
以
外
も
混
在
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
箪
者
は
天
明
期
の
狂
歌
関
係
書
を
『
栗
花
集
』

所
収
の
小
作
品
も
ふ
く
め
て
六
十
余
作
、
そ
の
全
入
集
者
を
調
査

し
て
『
狂
歌
師
細
見
』
所
収
人
物
の
比
定
を
試
み
た
。
そ
の
結
果

ほ
ぼ
確
認
で
き
た
人
数
（
代
表
者
を
含
む
）
を
各
グ
ル
ー
プ
代
表

者
ご
と
に
示
せ
ば
（
※
印
は
『
知
足
振
』
の
連
と
の
関
係
）
、

が
混
じ
る
。

※
堺
丁
連
中
心
で
四
方
連
が
混

じ
る
。

三
十
五
人

八
人

※
四
方
連
中
心
で
本
丁
・
朱
楽

・
小
石
川
の
各
連
が
混
じ
る
。

※
『
若
莱
集
』
入
集
者
中
心
。

丁
・
朱
楽
の
各
連
が
混
じ
る
。

※
ス
キ
ヤ
連
中
心
で
本
丁
・
小

石
川
の
両
連
が
混
じ
る
。

※
戯
作
者
に
本
丁
連
二
人
と
ス

キ
ヤ
連
一
人
。

※
四
方
連
中
心
で
本
丁
・
ス
キ

ャ
の
両
連
が
混
じ
る
。

元
木
網
II

十
三
人
※
顕
著
な
傾
向
な
し
。

竹
杖
為
軽
二
十
五
人
※
戯
作
者
と
ス
キ
ヤ
連
中
心

元
木
網
III

三
十
四
人
※
ス
キ
ヤ
連
と
本
丁
連
中
心
。

の
十
五
グ
ル
ー
プ
（
木
網
一
派
を
ま
と
め
れ
ば
十
三
で
、
す
べ
て

個
人
一
派
）
三
四

0
人
程
に
な
る
。
残
る
「
性
根
玉
や
墨
右
衛
門
」

（
一
本
亭
芙
蓉
花
一
派
）
と
「
ど
う
け
や
百
介
」
以
下
の
四
グ
ル
ー

。フ
に
は
こ
れ
と
い
っ
た
狂
歌
作
者
が
見
当
た
ら
な
い
。

両
書
に
見
え
る
人
々
の
ご
く
大
ざ
っ
ば
な
関
係
を
『
知
足
振
』

普
栗
釣
方

手
柄
岡
持

元
木
網
ー

二
十
人

五
人

置

石

村

治

九

人

浜

辺

黒

人

二

十

八

人

蔦
唐
丸

二
十
五
人

三
十
七
人

方
の
両
連
が
混
じ
る
。

※
小
石
川
連
二
人
等
。

※
芝
連
中
心
で
本
丁
連
が
混
じ

る。
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さ
て
本
題
で
も
あ
る
そ
の
橘
洲
一
派
だ
が
、
ま
ず
連
単
位
形
式

の
『
知
足
振
』
に
は
こ
れ
が
な
い
。
一
派
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
三

村
竹
清
氏
が
「
東
作
・
橘
洲
・
卯
雲
な
ど
の
大
家
を
何
と
し
て
洩

ら
せ
し
か
を
疑
ふ
」
（
大
妻
女
子
大
蔵
竹
清
氏
筆
写
本
識
語
）
と

い
う
如
く
、
橘
洲
個
人
の
名
す
ら
な
い
。
ま
た
竹
清
氏
指
摘
の
三

人
は
ま
さ
に
洩
れ
て
い
る
三
大
人
と
い
っ
て
よ
い
。
た
ま
た
ま
こ

五

の
連
を
中
心
に
ま
と
め
れ
ば
、
ス
キ
ヤ
連
に
は
木
網
一
派
が
多
い

だ
け
で
な
く
竹
杖
為
軽
一
派
も
少
な
く
な
く
、
小
石
川
連
は
赤
良
・

菅
江
・
不
埒
と
い
っ
た
赤
良
及
び
そ
れ
に
近
い
各
派
と
木
網
一
派

そ
れ
ぞ
れ
菅
江
一
派
・
蔦
唐
丸
一
派
・
花
道
の
つ
ら
ね
一
派
が
中

心
で
、
芝
連
は
浜
辺
黒
人
一
派
と
隣
海
一
派
、
本
丁
連
は
木
網
一

派
と
隣
海
一
派
が
多
く
、
四
方
連
は
赤
良
一
派
の
他
に
不
埒
一
派

と
普
票
釣
方
一
派
の
多
く
が
属
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
狂
歌
師
細

見
』
の
、
為
軽
と
喜
三
二
の
戯
作
者
二
派
と
村
治
と
橘
洲
の
二
派

が
、
『
知
足
振
』
に
は
な
い
特
異
な
存
在
と
指
摘
で
き
る
。

の
三
人
を
書
き
忘
れ
た
な
ど
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
何
か

三
人
に
共
通
す
る
理
由
が
あ
る
に
相
違
な
い
。
東
作
は
早
く
『
明

和
十
五
番
狂
歌
合
』
に
も
参
加
し
て
い
る
江
戸
狂
歌
壇
最
古
参
の

一
人
で
あ
り
、
木
室
卯
雲
は
江
戸
狂
歌
以
前
か
ら
の
狂
歌
作
者
で
、

早
く
安
永
五
年
に
家
集
『
今
日
歌
集
』
を
刊
行
し
て
い
る
元
老
格

と
い
っ
て
よ
く
、
赤
良
も
前
出
『
江
戸
花
海
老
』
で
「
下
谷
に
名

高
き
卯
雲
先
生
」
と
特
別
扱
い
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
を
仮
に
ど

こ
か
の
連
に
加
え
る
と
す
れ
ば
四
方
連
で
あ
ろ
う
が
、
赤
良
の
傘

下
と
す
る
に
は
そ
の
存
在
が
大
き
す
ぎ
る
上
に
、
年
齢
的
に
も
大

先
輩
（
東
作
は
二
十
三
歳
上
、
卯
雲
は
三
十
五
歳
上
）
で
あ
る
。

加
え
て
こ
の
二
人
は
自
派
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
持
た

な
い
。
残
る
橘
洲
は
赤
良
よ
り
六
歳
年
長
の
江
戸
狂
歌
発
生
時
に

お
け
る
中
心
人
物
で
、
そ
の
存
在
は
云
々
す
る
ま
で
も
な
い
。
と

な
る
と
、
橘
洲
も
ま
た
唐
衣
連
と
し
て
掲
出
で
き
る
よ
う
な
自
派

グ
ル
ー
プ
が
な
か
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

で
は
『
狂
歌
師
細
見
』
の
橘
洲
一
派
は
ど
う
解
釈
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
同
派
を
示
す
橘
洲
こ
と
橘
屋
吉
十
郎
が
、
『
吉
原
細
見
』

天
明
三
年
版
に
見
え
る
妓
楼
「
あ
ふ
み
や
善
十
郎
」
を
念
頭
に
置

い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
暖
簾
の
図
柄
が
共
通
す
る
だ
け
で
な
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、
、
、

『
若
葉
集
』
版
元
名
が
近
江
屋
本
十
郎
で
あ
る
こ
と
に
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
「
吉
十
」
は
橘
洲
の
読
み
「
き
つ
じ
う
」
（
『
江

戸
花
海
老
』
）
を
利
か
せ
る
。
記
載
さ
れ
て
い
る
面
々
は
橘
洲
を

除
い
て
全
部
で
二
十
五
人
に
特
定
で
き
る
。
『
若
葉
集
』
の
入
集

歌
数
を
冠
し
て
括
弧
内
に
狂
歌
作
者
名
を
付
記
す
れ
ば
、

＜ ヽ

1
黒
つ
か
・
大
小
（
黒
柄
の
大
せ
う
ひ
か
る

57
玉
椿
．
の
き
ば
・
山
路
（
内
山
椿
軒
）

⑨
き
て
き
・
よ
つ
や
（
四
谷
紀
迪
）

④
は
ね
道
・
大
と
ろ
（
大
泥
の
は
ね
道
）

⑥
り
つ
ほ
・
十
二
（
十
二
立
圃
）

3
あ
る
人
・
山
の
手
（
山
手
あ
る
人
）

5
く
も
み
つ
・
む
あ
ん
（
雲
水
無
庵
）

⑦
ぬ
け
浦
・
ち
か
道
（
抜
裏
近
道
）

13
み
た
ほ
・
ふ
る
か
ね
（
古
鉄
の
見
多
男
）

⑳
ふ
る
せ
・
か
つ
を
（
古
瀬
勝
雄

②
風
車
（
風
車
）

1
水
車
（
水
車
）

⑪
五
風
（
五
風
）

7
一
楼
（
一
楼
）

1
一
蛙
（
一
蛙
）

⑦
き
ん
江
（
錦
江
）

1
眉
長
（
眉
長
）

1
う
き
木
（
浮
木
）

7
ほ
は
く
（
弾
琴
舎
蒲
伯
）

1
り
き
や
う
（
里
暁
）

3
馬
に
う
（
馬
乳
）

と
い
う
人
々
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
内
、
椿
軒
こ
と
賀
邸
を
別
格
と

R
は
て
い
（
馬
蹄
）

し
て
除
く
と
す
れ
ば
、
歌
数
を
丸
で
囲
っ
た
勝
雄
・
万
作
・
紀
迪
・

は
ね
道
・
近
道
・
立
圃
・
風
車
・
五
風
・
馬
蹄
・
錦
江
の
十
人
以

外
の
十
四
人
は
、
『
若
葉
集
』
以
外
の
天
明
期
六
十
余
作
に
一
首

も
見
当
た
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
『
江
戸
花
海
老
』
や
『
知
足
振
』

に
も
そ
の
名
は
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
十
四
人
は
『
若
葉
集
』
固
有

の
人
々
で
あ
り
、
天
明
狂
歌
壇
と
は
き
わ
め
て
疎
遠
と
い
う
他
は

な
く
、
江
戸
狂
歌
に
お
け
る
橘
洲
一
派
と
呼
ぶ
に
は
ほ
ど
遠
い
。

と
な
る
と
検
討
す
べ
き
は
十
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ま
ず
風

車
は
入
集
歌
数
が
わ
ず
か
二
首
で
あ
る
か
ら
、
主
要
人
物
か
ら
外

し
て
問
題
あ
る
ま
い
。
次
に
三
囲
稲
荷
狂
歌
会
に
も
参
加
し
た
勝

雄
・
近
道
・
立
圃
の
三
人
は
『
知
足
振
』
に
も
そ
の
名
が
見
え
、

立
圃
が
小
石
川
連
、
他
の
二
人
が
朱
楽
連
に
属
し
て
い
る
。
つ
ま

り
―
―
一
人
と
も
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
橘
洲
一
辺
倒
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
、
特
に
近
道
・
立
圃
は
入
集
歌
数
が

C
ラ
ソ
ク
で

あ
る
こ
と
が
そ
れ
を
物
語
り
、
勝
雄
は
東
作
同
様
こ
の
時
は
四
谷

住
と
い
う
こ
と
で
編
撰
に
協
力
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
入
集

歌
数
で
い
え
ば
、
は
ね
道
も
ま
た
四
首
と
最
下
位
に
近
い
。
い
ま

一
人
錦
江
は
、
実
は
こ
の
名
前
で
は
『
若
築
集
』
固
有
の
一
人
に

数
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
『
蜀
山
人
判
取
帳
』
に
よ
れ
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ば
牛
込
原
町
の
婆
阿
そ
の
人
で
あ
る
。
婆
阿
な
ら
ば
『
知
足
振
』

小
石
川
連
の
一
人
で
、
『
狂
歌
師
細
見
』
菅
江
一
派
に
そ
の
名
が

あ
っ
て
、
橘
洲
一
派
と
重
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
見
て
く
る
な
ら
ば
、
名
実
と
も
に
橘
洲
一
派
と
い
え
そ
う
な
人

物
は
ま
た
も
や
四
人
そ
こ
そ
こ
の
少
人
数
と
な
り
、
『
狂
歌
師
細

見
』
の
橘
洲
一
派
な
る
も
の
が
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
掲
出
せ
ん
が

た
め
に
、
こ
と
さ
ら
に
『
若
葉
集
』
か
ら
そ
れ
ら
し
き
メ
ン
バ
ー

を
か
き
集
め
て
き
た
印
象
さ
え
受
け
る
。

以
上
狂
歌
作
者
名
鑑
二
書
と
前
述
の
三
囲
稲
荷
狂
歌
会
及
び

『
若
葉
集
』
の
分
析
を
総
合
す
る
と
、
や
は
り
唐
衣
連
と
呼
べ
る

よ
う
な
橘
洲
の
個
人
一
派
は
、
天
明
三
年
正
月
前
後
の
頃
に
は
ま

だ
な
い
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
き
わ
め
て
少
人
数
で
し
か
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
『
狂
歌
師
細
見
』
に
は
、
橘
洲
と
赤
良
の
確
執

に
関
連
し
て
「
ぜ
ん
て
へ
お
こ
り
は
ま
ち
が
ひ
の
す
ぢ
サ
」
、

「
中
な
ほ
り
牛
込
（
赤
良
）
と
四
ッ
谷
（
橘
洲
）
の
わ
け
合
も
、

菅
江
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
木
網
さ
ん
の
取
持
で
さ
つ
は
り
す
み
や
し

た
。
こ
れ
か
ら
み
ん
な
、
会
へ
も
一
所
に
出
て
あ
そ
ぶ
の
サ
」
と

あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
天
明
四
年
の
『
万
載

集
著
微
来
歴
』
や
狂
歌
歳
旦
黄
表
紙
の
『
大
木
の
生
限
』
等
四
作
、

さ
ら
に
は
『
吉
原
大
通
会
』
『
鎌
倉
太
平
序
』
と
い
っ
た
狂
歌
壇

に
関
わ
る
黄
表
紙
も
口
を
閉
ざ
し
て
い
る
。
そ
こ
で
当
時
橘
洲
一

派
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
個
人
グ
ル
ー
プ
は
な
か
っ
た
と
す
る
立
場
か

ら
、
以
下
に
私
見
を
述
べ
た
い
。

『
若
莱
集
』
は
『
万
載
集
』
と
異
な
り
作
者
別
の
編
集
で
、
柱

刻
な
ど
も
下
巻
本
文
最
初
の
十
丁
（
入
集
者
は
赤
良
と
知
恵
内
子
）

を
例
示
す
れ
ば
、
「
一
（
ー
六
）
八
あ
か
ら
」
に
続
き
「
一

(
l
四
）
八
知
恵
の
な
い
し
」
の
如
く
で
徹
底
し
て
い
る
。
こ

の
作
者
別
の
編
集
内
容
が
自
派
閥
偏
重
と
の
悪
評
は
、
橘
洲
一
派

が
存
在
し
な
い
と
な
れ
ば
、
そ
の
論
拠
を
失
う
。
と
な
れ
ば
、
ま

ず
赤
良
が
不
快
に
思
う
と
し
た
ら
そ
の
歌
数
で
あ
ろ
う
。
確
か
に

赤
良
の
四
十
五
首
は
橘
洲
を
除
き
五
位
で
、
菅
江
に
至
っ
て
は
二

十
四
首
十
位
で
あ
る
（
前
掲
ラ
ソ
ク
表
参
照
）
。
し
か
し
こ
と
赤

良
に
限
っ
て
い
え
ば
、
編
撰
協
力
者
を
中
心
と
す
る
A
ラ
ソ
ク
に

次
ぐ
た
だ
一
人
の

B
ラ
ソ
ク
四
十
首
代
で
あ
る
。
ま
た
入
集
位
置

を
見
る
に
、
上
巻
は
巻
頭
が
古
参
の
披
柳
（
『
明
和
十
五
番
狂
歌

合
』
の
一
人
）
・
椿
軒
・
菅
江
の
順
で
、
巻
尾
は
協
力
者
の
蛙
面

坊
・
東
作
・
木
網
（
最
後
）
、
下
巻
は
赤
良
が
筆
頭
で
末
尾
が
橘
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洲
自
身
と
な
っ
て
い
る
。
橘
洲
は
赤
良
を
決
し
て
な
い
が
し
ろ
に

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
な
り
に
遇
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば

な
る
ま
い
。

『
若
築
集
』
は
派
閥
意
識
と
い
う
よ
り
も
橘
洲
が
考

え
る
狂
歌
の
姿
を
示
す
の
が
目
的
と
前
述
し
た
理
由
も
こ
こ
に
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
目
的
を
端
的
に
表
す
に
は
、
作
者
別
編
集
の
方

が
よ
り
効
果
的
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
赤
良
が
悪
感
情
を
抱

い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
な
る
と
そ
の
原
因
と
し
て
は
、

「
赤
良
ぬ
し
こ
の
頃
ざ
れ
弼
に
す
さ
め
が
ち
」
云
々
の
詞
書
が
あ

る
、
赤
良
よ
り
甥
の
紀
定
丸
が
勝
る
と
詠
ん
だ
橘
洲
の
例
の

一
首

が
浮
上
す
る
。
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
「
こ
の
頃
」
と
は
い
っ

た
い
い
つ
を
指
し
て
い
る
の
か
ま
っ
た
く
不
明
で
、
赤
良
に
そ
う

い
う
時
期
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
ま
た
赤

良
を
け
な
し
た
の
で
は
な
く
定
丸
を
誉
め
た
と
も
解
せ
よ
う
。
い

ず
れ
に
も
せ
よ
当
事
者
な
ら
何
の
意
味
か
す
ぐ
に
理
解
で
き
た
こ

と
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
少
な
く
も
こ
の
一
首
が
原
因
で
急
速
対
抗

策
を
打
ち
出
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

で
は
何
が
原
因
な
の
か
と
い
え
ば
、
右
の
こ
と
ど
も
が
結
果
的

に
悪
し
様
に
赤
良
に
伝
わ

っ
た
と
推
測
す
る
。
前
述
の
「
お
こ
り

は
ま
ち
が
ひ
の
す
ぢ
」
と
は
、
思
い
間
違
い
・
勘
違
い
の
意
味
で
、

こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
橘
洲
に

悪
意
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
天
明
三
年
夏
頃
に
赤
良
の

方
か
ら
木
網
・
菅
江
と
と
も
に
橘
洲
を
訪
ね
て
、
「
か
ら
衣
き
っ
A

な
れ
に
し
此
や
ど
に
は
る
メ
＼
過
て
夏
の
お
出
合
」
と
詠
ん
で

（
『
巴
人
集
』
）
和
解
し
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
で
は
だ
れ
が

そ
う
し
た
情
報
を
伝
え
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
何
と
し
て
で
も

『
万
載
集
』
を
出
し
た
か
っ
た
版
元
の
須
原
屋
伊
八
の
関
係
者
、

特
に
『
奴
凧
』
に
見
え
る
番
頭
迂
平
の
周
辺
あ
た
り
で
は
な
か
ろ

う
か
。
赤
良
は
『
万
載
集
』
に
続
編
を
予
告
し
た
手
前
、
そ
の

『
徳
和
歌
後
万
載
集
』
だ
け
は
須
原
屋
か
ら
刊
行
し
た
が
、
以
後

須
原
屋
と
は
縁
が
切
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
う
思
わ
れ
る
。

『
狂
歌
師
細
見
』
以
後
天
明
五
年
春
ま
で
の
橘
洲
は
、
赤
良
編

注
6

『
灯
籠
会
集
』
（
天
明
三
年
七
月
成
）
、
黒
人
編
『
狂
歌
猿
の
腰

掛
』
（
同
年
八
月
序
）
、
木
網
編
『
落
栗
庵
月
並
摺
』
（
同
年
十
一

月
）
、
赤
良
編
『
蜀
山
人
判
取
帳
』
（
同
年
頃
成
）
、
釣
方
等
編

『
狂
歌
角
力
草
』
（
天
明
四
年
正
月
）
、
菅
江
編
『
閏
月
歳
旦
』

-L.. 

/' 
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（
同
年
閏
正
月
成
）
、
鴫
滝
音
人
編
『
狂
文
棒
歌
撰
』
（
天
明
五
年

正
月
）
、
赤
良
編
『
後
和
歌
後
万
載
集
』
（
同
）
、
菅
江
編
『
狂
言

鴬
蛙
集
』
（
同
）
、
赤
良
編
の
一
枚
摺
『
夷
歌
連
中
双
六
』
（
同
）

な
ど
に
そ
の
名
が
見
え
、
こ
の
う
ち
の
『
猿
の
腰
掛
』
と
『
落
栗

庵
月
並
摺
』
に
は
、
『
狂
歌
師
細
見
』
の
前
述
十
人
中
の
五
、
六

人
が
入
集
、
『
判
取
帳
』
に
は
古
瀕
勝
雄
・
馬
蹄
・
婆
阿
（
錦
江
）

の
三
人
が
入
る
。
ま
た
右
の
双
六
は
こ
こ
で
詳
述
し
な
い
が
赤
良

に
近
い
人
々
の
グ
ル
ー
。
フ
を
知
る
に
好
資
料
で
、
十
四
の
地
域
グ

ル
ー
。フ
―
二
八
人
一
三
三
首
を
掲
出
す
る
。

天
明
五
年
と
い
う
年
は
、
橘
洲
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
年
と
な

る
。
古
瀬
勝
雄
と
飛
塵
馬
蹄
の
編
に
な
る
『
狂
歌
あ
ま
の
川
』
が

七
月
に
蔦
屋
重
三
郎
か
ら
刊
行
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
中
本
一
冊

わ
ず
か
九
丁
の
小
冊
で
、
七
十
二
人
七
十
二
首
と
巻
末
に
橘
洲
の

三
首
を
掲
げ
る
作
だ
が
、
同
年
月
付
け
の
勝
雄
の
序
文
を
見
る
に
、

こ
と
し
文
月
七
日
短
冊
竹
の
よ
そ
人
を
ま
じ
へ
ず
、
星
に
も

か
さ
ぬ
唐
衣
う
ら
な
く
か
た
ら
ふ
人
々
、
先
生
の
も
と
に
つ

ど
ひ
て
七
夕
を
題
に
て
よ
め
る
を
一
冊
と
な
し
、
狂
歌
天
河

と
題
し
（
下
略
）

と
あ
る
。

「
う
ら
な
く
か
た
ら
ふ
」
に
象
徴
さ
れ
る
如
く
、
こ
こ

に
名
実
と
も
に
橘
洲

一
派
が
確
立
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

編
者
の
一
人
で
あ
る
勝
雄
は
、
二
年
前
の
『
知
足
振
』
で
は
朱
楽

連
の
一
員
と
さ
れ
て
い
た
が
、
『
若
葉
集
』
に
協
力
し
て
以
後
急

速
に
橘
洲
寄
り
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
、
四
谷
に
住
む
馬
蹄

は
『
江
戸
花
海
老
』
に
こ
そ
そ
の
名
が
な
い
が
、
四
谷
連
の
一
人

と
し
て
そ
の
ま
ま
橘
洲

一
派
に
加
わ
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
七
十
二
人
の
中
で
『
狂
歌
師
細
見
』
の
十
人
と
重
な
る
の
は
、

右
二
人
を
除
け
ば
紀
迪
・
大
泥
の
は
ね
道
・
抜
裏
近
道
の
『
若
葉

集
』
C
ラ
ソ
ク
の
三
人
の
み
で
、
他
は
す
べ
て
新
顔
で
あ
る
。
右

十
人
の
半
分
は
、
や
は
り
橘
洲
一
派
と
は
呼
べ
な
い
人
々
だ
っ
た

こ
と
に
な
る
。

同
じ
年
の
秋
、
江
戸
狂
歌
初
の
評
判
記
『
俳
優
風
』
が
蔦
屋
か

ら
刊
行
さ
れ
た
。
橘
洲
・
菅
江
・
赤
良
の
文
字
通
り
狂
歌
三
大
人

の
編
で
、
四
方
・
朱
楽
・
ス
キ
ャ
・
ハ
マ
ベ
の
各
連
に
ま
じ
っ
て

「
橘
洲
連
」
「
胆
衣
」
な
ど
と
、
橘
洲
一
派
が
初
め
て
名
実
と
も

に
明
示
さ
れ
る
。
採
り
上
げ
ら
れ
た
人
数
は
、
四
方
連
の
八
十
四

人
に
は
及
ば
な
い
が
、
朱
楽
連
と
同
じ
三
十
一
人
で
数
寄
屋
連
ニ

十
六
人
よ
り
多
い
（
他
は
四
谷
連
六
人
、
浜
辺
連
四
人
、
連
名
ナ

シ
三
人
で
総
計
一
八
五
人
）
。
顔
ぶ
れ
は
紀
迪
と
は
ね
道
が
入
っ
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て
い
な
い
が
、
三
十
一
人
中
の
水
角
奈
志
・
黒
顔
末
吉
・
若
松
曳

成
・
看
板
釘
抜
を
除
く
二
十
七
人
が
『
あ
ま
の
川
』
入
集
者
で
あ

る
。

一
層
世
代
交
替
の
様
相
を
呈
し
て
い
く
中
で
、
後
に
橘
洲
が

「
予
が
門
葉
の
み
」
（
『
狂
謁
弄
花
集
』
）
と
豪
語
す
る
尾
張
の
人
々

柱
8

が
増
え
て
い
く
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
れ
以
後
橘
洲
は
、
東
作
編
『
狂
歌
百
鬼
夜
狂
』
（
天
明
五
年

冬
序
）
、
赤
良
編
『
下
里
巴
人
巻
』
（
同
年
）
、
赤
良
編
『
三
十
六

注
9

人
狂
歌
撰
』
（
同
年
か
）
、
赤
良
編
『
狂
歌
新
玉
集
』
（
天
明
六
年

正
月
）
、
宿
屋
飯
盛
編
『
吾
妻
曲
狂
歌
文
庫
』
（
同
）
、
蔦
唐
丸
編

『
絵
本
吾
妻
挟
』
（
同
）
、
赤
良
編
『
狂
歌
千
里
同
風
』
（
天
明
七

年
正
月
序
）
、
赤
良
編
『
狂
歌
才
蔵
集
』
（
同
年
正
月
か
）
、
『
奉

納
狂
歌
三
十
六
首
』
（
同
年
二
月
）
、
飯
盛
編
『
古
今
狂
歌
袋
』

（
同
年
）
、
飯
盛
編
『
画
本
虫
撰
』
（
天
明
八
年
正
月
）
、
鹿
津
部
真

顔
編
『
狂
歌
数
寄
屋
風
呂
』
（
同
年
春
）
と
い
っ
た
諸
作
に
入
集

し
て
い
く
の
だ
が
、
折
し
も
寛
政
改
革
が
始
ま
り
、
江
戸
狂
歌
界

は
狂
歌
四
天
王
を
中
心
と
す
る
町
人
主
導
の
寛
政
期
へ
と
移
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。

6
 

5
 
4
 

3
 

2
 
ー

「
狂
歌
の
流
行
ー
江
戸
天
明
狂
歌
を
中
心
に
ー
」
（
『
講
座
日

本
の
伝
承
文
学
』
第
二
巻
、
三
弥
井
書
店
・
平
7
)
。

「
栗
花
集
に
つ
い
て
」
（
「
大
妻
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」

10
、
昭
5
3
.
3
)
や
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
一
巻
「
解
説
」

（
岩
波
書
店
・
昭
60)
、
「
天
明
三
狂
歌
集
の
成
立
に
就
い
て
」

（
『
江
戸
文
芸
孜
』
〈
岩
波
書
店
・
昭
63
〉
所
収
）
な
ど
。

一
般
に
は
、
「
作
者
頭
取
」
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
平
秩
東

作
を
作
者
と
す
る
が
、
『
巴
人
集
』
天
明
三
年
秋
か
ら
暮
れ

に
か
け
て
の
箇
所
に
、
「
此
道
す
き
や
が
し
に
て
狂
歌
師
細

、
、
、
、
、

見
と
か
い
へ
る
ふ
み
つ
く
り
し
こ
と
な
ど
思
ひ
出
て
」
と
あ

る
。

定
）
所
収
「
『
狂
歌
師
細
見
』
の
人
々
」
参
照
。

芙
蓉
花
一
派
を
「
性
根
玉
や
」
に
見
立
て
た
背
景
に
は
、

芙
蓉
花
が
浅
草
観
音
に
絵
馬
を
奉
納
し
た
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
よ
う
で
、
『
俗
事
鼓
吹
』
に
関
連
記
事
が
あ
る
。

こ
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
井
上
隆
明
氏
『
平
秩
東
作

注
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の
戯
作
的
歳
月
』
ニ
―
九
頁
参
照
。

7

こ
の
双
六
に
は
「
四
方
春
興
」
の
角
書
が
あ
る
の
で
、
春

刊
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
刊
年
が
な
い
。
し
か
し
東

作
の
入
集
歌
に
自
分
の
年
齢
六
十
歳
が
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る

の
で
、
天
明
五
年
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

8

天
明
狂
歌
壇
に
お
け
る
尾
張
の
狂
歌
作
者
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
『
狂
謁
弄
花
集
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
ー
細
祠
の
解
題

に
か
え
て
ー
」
（
「
芸
能
文
化
史
」

14
、
平
8
.
1
2
)
を
参
照

さ
れ
た
い
。

9

本
作
に
は
赤
坂
連
・
小
石
川
連
・
赤
松
連
・
小
河
町
連
・

両
国
連
・
深
川
連
・
数
寄
屋
連
・
飯
田
連
・
伯
楽
連
の
十
四

連
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
橘
洲
は
巻
末
追
加
の
部
の
前

に
、
当
代
著
名
作
者
の
一
人
と
し
て
狂
歌
を
寄
せ
て
い
る
。

10

千
阪
廉
斎
書
『
江
戸
一
斑
』
所
収
。
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